
目的

【気候変動適応 e-ラーニング ー影響・適応の基礎知識ー】：

• 気候変動の影響・適応を担当する地方公共団体等を対象として、気候変動の影響・適応の基
礎的な知識を簡易的に習得できるツール（プロトタイプ版）を作成する。

事業計画

実施体制

【計画】地域気候変動適応計画策定支援ツールの整備

年度 主な調査項目

H30年度

（適応計画策定マニュアル）
• 地域気候変動適応計画の策定に必要な事項及び手順の整理を行う。
• 有識者及び地方公共団体の要望や意見をヒアリングし、その結果を反映する。
• 気候変動適応情報プラットフォームに掲載・公開する。

（気候変動適応 e-ラーニング ー影響・適応の基礎知識ー）
• プロトタイプ版の学習ツール（パワーポイントによる読み物）を作成する。
• 有識者及び地方公共団体の要望や意見を聴取し、その結果をツールの改善に活用する。
• 気候変動適応情報プラットフォームを通じて限定公開し、地方公共団体担当者が実際に

使用した際の要望や意見を聴取する。

R元年度 • 気候変動適応 e-ラーニング －影響・適応の基礎知識－の改良及び公開

地域協議会
※
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全国運営
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※地域協議会にて要望・意見を受け付け
た。今後は広域協議会とも連携する予定。




